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ささやかな誤算






　人声と雑音の充満する昼時の社員食堂。

　窓際の席で、男は心もちうつむき、トレイの上に視線を落としている。

　鼻筋の通った理知的な顔。きちんと撫でつけられた髪。糊のきいたシャツ。

　考えごとでもしているのか、眉間にはかすかにしわが寄り、口と皿を往復する箸はとまりがちだ。

　咀嚼する口がひと休みし、喉仏が上下に動いた。男は箸を置いて湯飲みに口をつけると、顔を上げて窓の外を見るともなく見た。

　さきほどからその様子を目で追っていた片倉かたくら逸郎いつろうは、凝りをほぐすように左右に首を曲げ、視線をはずして自分の食事に集中した。

　ターゲットを絞ってから四日目になる。

　名前は野上のがみ俊生としお。三十五歳。企画部企画課所属。ストレートに一流大学を卒業後、大手広告代理店に就職。三年前、引き抜かれるというかたちで、このワタセ・コーポレーションに入社した。

『わが社の情報が漏らされているらしい』

　会長から調査命令を受けたのは、かれこれ半月ほど前だ。極秘で進めていたプロジェクトが立て続けに他社に抜かれ、少なからぬ損害が出たという。スパイを探し出し、漏洩ルートを明らかにすることが、片倉の今回の任務だった。

　この半月というもの、書類という書類をひっくりかえし、噂話に耳を傾け、あちこちの部署に顔を出しと、地道な情報収集にあけくれてきた。その結果浮かび上がったのが、野上という男だ。

　聞くところによれば、野上の引き抜きは、向こうの経営陣も納得ずくの話だったという。退社後も、とくに目をかけてもらっていた役員とつきあいが続き、いっしょに小料理屋ののれんをくぐるところを、つい最近も目撃されている。

　その広告代理店というのが曲者だった。久賀くが広告という名のその会社は、広告関係から手を広げ、現在では企業相手に、各種企画の立案・運営などの代行請け負いをしている。そういう分野なら、ワタセの情報を十二分に活用し、自社の収益につなげることも不可能ではない。

　さらに、ここ一年の野上には不審な行動が目立った。社外からひんぱんにかかってくる私用の電話。ふいの早退や欠勤の増加。仕事にも身が入らないらしく、最近では進んで企画を提案することもない。

　妙に羽振りがよくなった、と噂する者もいた。一介のサラリーマンには不釣合いな《高級》と名のつくクラブや料亭に、彼がしばしば出入りしているというのだ。

　心証は限りなくクロに近い。

　片倉は、気心の知れた興信所に久賀広告の調査を任せ、自身は野上本人の周辺を探りはじめたのだった。







「給湯室の掃除も当番制にしてほしいんです。なんとなく女性の仕事になっちゃってるけど、お茶やコーヒーはみんな飲むんだし、男性は汚すだけなんておかしいでしょう？」

「確かにそうですね。それじゃ、こんどの社内報で呼びかけてみますよ」

　呼び出された給湯室で女性社員三人から相談を受け、片倉はいつものようにそつのない答えを返した。

「よろしくお願いします。あの……私たちの名前は、出ませんよね？」

「男性社員からの提言というかたちにしておきますから、ご心配なく」

　総務部福利厚生課調整係係長というのが、片倉の表向きの身分だった。係といっても、ほかに女性事務員が一人いるだけの日陰の部署だ。業務内容は、規則や規定にするほどでもない瑣末な問題を処理し、労働環境の改善を図ること。そういうと聞こえはいいが、要は社員の相談窓口であり、その相談もめったにない閑職だった。

　どちらかといえば精悍で女好きのする風貌をしているが、仕事をしているのかしていないのか、いつもふらふら社内を徘徊しているように見える彼を、《漂流物》と酷評する女性社員もいる。

　事情により前の職場を辞めた片倉を、ワタセの現会長が拾ったのは、約二年前のことだ。以来片倉は、会長の目となり手足となって、会社を操る影の力に加担していた。

　今の自分の立場が好ましいとかそうでないとか、仕事の性質が清いとかそうでないとか、片倉はあまり考えないようにしている。集団のありようというのはどこでも同じようなものだし、給料とは別に振り込まれる金額は、三十一歳の独身男にとって充分すぎるほど魅力的だ。

　久しぶりの《本業》をこなし、給湯室を出ると、おりしも野上が前を横切っていくところだった。

　書類封筒の束を抱え、うつむきがちにせかせかした足どりで歩いている。

　腕の間から薄い封筒が一部滑り落ちた。だが野上は気づかず、そのまま歩きつづける。

　片倉は声をかけようとして思いとどまり、封筒を拾い上げた。表には《企画課》とあるだけで、件名も担当者名も書かれていない。中身は何かの集計表のコピーだった。

　一瞬考えてから、片倉は書類を封筒に戻し、小脇に抱えて落とし主の後を追った。

　野上は一度もふりかえらず、あいかわらずの早足で廊下を進んでいく。と、一つのドアの前で足をとめ、周囲をうかがうようなそぶりを見せながら中に身を滑りこませた。

　片倉は時間をおいて近づき、ドアの前に立った。プレートには《小会議室》と書かれている。人通りのないことを確認してから耳を押しつけると、かすかに人声らしいものが聞こえてきた。

　音を立てないように注意しながらノブを回し、細くドアを開けた。万一見とがめられた場合には、今来たばかりのような顔をすればいい。幸い気づかれなかったようで、窓辺に立つ野上の後姿を見ることができた。

　中にはほかにだれもいない。どうやら電話で話しているらしい。

「……から、会社には電話してこないでくださいと……約束の時間には必ず……」

　高ぶる感情を抑えているようなかすれ声。遠くからなので、すべてを聞き取ることはできない。

「わかりました、今日七時に……ですね。ええ、ええ、それは承知……」

　片倉は細心の注意を払ってドアを元どおりに閉め、足音を忍ばせてその場を離れた。

　書類封筒は、落とし物として企画課に届けておいた。







　就業時間が終わると、片倉は会社の裏にある喫茶店に入って、野上が出てくるのを待った。窓際の席からだと、ちょうど社員通用口の様子がよく見える。

　梅雨の空は鉛色に曇り、三十分もするとぽつりぽつり降りだしてきた。野上の姿が現れるころには、店の中まで雨音が聞こえてくるほどのどしゃぶりになっていた。

　視界は悪いが、その分向こうに気づかれる可能性も低くなる。片倉は折り畳み傘を開いて野上の後を追った。

　傘をさして雨の中を行く野上は、いつも以上に沈んでいるように見える。足元を見たまま顔を上げようとしないので、尾行は容易だった。

　駅前に出て大通りを進み、最初の大きな交差点で左に曲がる。やがて右手の脇道に入ると、そこにはしゃれた割烹店が軒を連ねていた。

　野上の後姿は、そのうちの一軒に吸いこまれていった。

　片倉は少し離れた電信柱の陰に立って、野上がふたたび現れるのを待った。

　人通りはあるが、片倉に気をとめる者はだれもいない。問題の店に何人か客が入っていったが、どれが野上と待ち合わせた人物なのかは特定できなかった。

　八時を過ぎ、膝から下がぐっしょり濡れそぼったころになって、ようやく野上が中から出てきた。こんどは二人連れだ。

　連れのほうは堂々とした体格の男で、四十歳を過ぎたか過ぎないか、鬢に白いものが混じっている。仕立てのいいスーツや悠然とした物腰は、高い地位を想像させる。

　片倉は、緊張と興奮で首筋の毛がちりちりするのを感じた。

　獲物を追いつめるときの酔いに似た高揚感。突然時間が二年前に戻ったような錯覚に陥って、だがすぐにそれは苦い喪失感に変わった。

　重苦しい空気を振り払うように首を振り、すでに小道を抜けつつある二人の後に続く。

　だが追跡はそこまでだった。

　大通りに出ると、壮年の男はちょうど通りかかったタクシーをとめ、野上を促すようにしていっしょに乗りこんでしまった。

　片倉は晴れない気分を抱えたまま取り残された。







　興信所の鹿谷しかたにから一回目の報告を受けた次の日、片倉は野上の自宅に忍びこんだ。

『ビンゴ！』

　ホテルの喫茶室で会った鹿谷は、赤ら顔をさらに紅潮させてしゃべりまくった。

『リストにあった各社のプロジェクト、その九割に久賀広告が絡んでいたよ。運営までたずさわったのが三割、企画を持ちこんだのが二割、残り四割には、関連企業や出入りのプランナーが関わっている。……これはどうやら、おまえの見込みどおり、久賀が糸を引いているのに間違いはないようだな。はっきりしないのは──』

　ひととおり報告し終えると、鹿谷はもう一杯コーヒーを注文し、ひと息ついて片倉の顔をしげしげと眺めた。

『おまえもまあ、落ち着いたようでよかったよ。二年前は、荒れて手がつけられなかったからなあ』

　鹿谷は片倉の大学時代の同級生で、今もつきあいの続いている数少ない友人の一人だった。

『あのときは迷惑をかけたな』

　片倉は、以前の彼なら浮かべなかったような淡い微笑を返した。

『今思えば、これでよかったのかもしれないな』

　鹿谷は他意のない口ぶりで言った。

『おまえは昔から、どう見ても正義の公僕ってツラじゃなかった。一匹狼のほうがおまえらしい』

『今だって、組織の歯車には変わりないさ』

　二年前まで、片倉は刑事だった。

　あるとき、片倉が取り調べを担当していた女性被疑者が、片倉に痴漢行為をされたといって騒ぎたてた。結局それは狂言だということがわかったのだが、片倉自身はやんわりと辞職を勧められる状況に陥ってしまったのだ。

　火のないところに……などということは、片倉に限って絶対にありえなかった。なぜなら、生理的に女性の肉体には興味が持てないのだから。

　だが、そのことを明るみに出して新たな波紋を投ずるより、片倉は黙って辞職するほうを選んだのだった。

　職を失った片倉を、当時独立したばかりの鹿谷が迎え入れようとしてくれた。だが、友人に職の世話をしてもらうのが情けなく、意地をはって返事をしぶっているところに、渡瀬わたせ守光もりみつと名乗る人物から突然の打診があった。

　警察関係の知人から片倉のことを小耳に挟んだというその男は、表ざたにできない社内のトラブルを解決するために、しかるべき能力を備えた人材を探しているのだと説明した。

　片倉が話にのったのは、半分以上やけくそだったのかもしれない。とにもかくにも、それがワタセ・コーポレーション会長との邂逅であり、新たな人生のはじまりだった。

　そして今、片倉は、野上の住むマンションの前にいる。

　時刻は午前九時を回ったところだ。本来ならとうに出社しているはずの時間帯だが、片倉は有給休暇をとってきていた。

　七階建ての白い建物は、新しくはないがきちんと手入れが行き届いている。観葉植物のプランターで飾られたポーチ。風通しのためにか、片方だけ開かれたガラス張りの玄関ドア。その向こうはちょっとしたホールになっており、壁面に金属製の郵便受けが並んでいた。

　住人たちはほとんど勤めに出てしまったのか、建物の中は静まりかえっている。

　片倉は薄い手袋をはめると、郵便受けに野上の名前を探し、部屋番号を確認するのと同時に蓋を開けて中を改めた。この時間では、案の定、入っているのはちらしのたぐいだけだ。

　エレベーターで上階に移動し、目的の部屋にたどりつくと、ドアの錠をすばやくチェックした。比較的古いタイプのシリンダー錠。これなら自分でも何とかなりそうだ。

　警察にいたころ、空き巣の手口を研究しようと開錠技術を学んだことがあった。世の中、何が役に立つかわからない。苦笑を浮かべ、周囲に人のいないことを確認しながら、ポケットサイズのピックセットを取り出した。

　自分の部屋の鍵を開けているようなふりをしながら、しばらくピッキング作業に集中する。腕の衰えは否めなかったが、どうにか十分後には家宅侵入に成功していた。

　１ＬＤＫの室内は、物がないわりにどこか雑然として見えた。下駄箱の上で埃をかぶったままになっている空の花瓶。流し台の足元にはウイスキーか何かの空き壜が五本、無造作に並び、そのうちの一本は横倒しになっている。水切りラックに入っているのはグラスとマグカップだけで、ガスレンジには最近使われた形跡もない。

　寝室兼居間になっている奥の部屋に入ったときには、荒廃した空気とでもいうべきものに圧倒された。

　じっさいに空気が濁っているわけでも、物が取り散らかされているわけでもない。あるのはベッドと本棚とＡＶ機器だけ。ベッドの上のタオルケットは丁寧に畳まれ、本棚の書籍やＤＶＤは几帳面に分類されてさえいる。

　室内を二度ほど見回してみて、ようやく片倉は荒廃感の原因に気づいた。

　サイドテーブルの上に灰皿があり、煙草以外の何かを燃やした灰が山盛りになっていた。

　近づいて目を凝らすと、燃え残った紙片の角がのぞいていた。写真のようだ。注意深くつまみあげ、灰を払って顔の前に掲げる。

　はじめは何なのかわからなかった。わかると同時に、あやうく下半身が反応しそうになった。

　写っていたのは、裸で絡みあう二人の男だったのだ。

　三分の二以上が焼失してしまっているため、腰の部分ぐらいしか見えない。だが、今まさにつながろうとしている二人の股間には、間違いなく男性の象徴が屹立している。

　灰皿の中を探したが、像が残っているのはそれだけだった。

　代わりに、サイドテーブルとベッドの間に落ちている封筒を発見した。

　表に《野上俊生様》とあるだけで、差出人の名前はない。封は素手で破られている。中身を一瞥して、片倉は思わず唸り声を上げてしまった。

　それは三枚の写真だった。その中で、ここ数週間のうちにいやというほど見慣れた男が、裸で扇情的なポーズをとっていた。

　自分で自分の両足を抱え、挑発するように開いているもの。もう一人の男に背後から突き入れられ、恍惚とした表情を浮かべているもの。最後の一枚では、亀甲縛りにされた姿で、相手のものを口に含んでいた。

　カメラをどこかに固定し、タイマー撮影されたもののようだった。相手の顔は、いずれの写真でも、うまい具合にフレーム外に出てしまっている。

　片倉は、ほとんど無意識にそれらを内ポケットに入れ、救いを求めるように周囲に視線を走らせた。

　視線はすぐに、テレビ台の前に吸い寄せられた。

　ＤＶＤデッキを遮るように、背の高い黒いゴミ箱が置かれている。その位置に不自然さを感じて歩み寄ると、破壊されたＤＶＤディスクが大量に入っているのが見えた。

　いずれも表面には何も記されていない、ライトワンス型のＤＶＤ‐Ｒだ。野上にとって不都合なものが記録されていたのは明らかだが、この状態では確認のしようがない。

　ふと、視界の端に何かが映った。

　ＤＶＤデッキの電源が入ったままになっている。

　片倉は、確信めいた勘に突き動かされてテレビの電源を入れ、ＤＶＤを再生した。

　勘は当たった。

　現れた映像は、さながら今の写真の動画版だった。動いているばかりでなく、音声も加わって、淫靡きわまりない行為を赤裸々に再現している。

　片倉はゴミ箱の中の残骸を陰鬱な表情で見やった。確認できなくともわかる。これらにはすべて、同様の映像が記録されていたにちがいない。

『……ァ……ハァ、ハァ、ハ……ッ、ア、ア──』

　停止ボタンを押す指に必要以上の力がこもった。テレビの電源を切ってからも、生々しい喘ぎが耳にこびりついて離れない。

　急に、部屋の主の残り香を強く意識した。片倉はたまらなくなって外に飛び出した。







「これが、頼まれてた役員の写真」

　そう言って鹿谷が出したのは、大判の上製本だった。表題は《久賀広告メモリアル50》となっている。鹿谷は無造作に本をめくり、末尾に近いページを開いて見せた。

　ずらりと並ぶポートレート風の顔写真。見出しには《現役員一覧》とある。

「創立五十周年を記念して作られた社史だよ。最近発行されたばかりだから、顔ぶれはほとんど変わらないはずだ」

　片倉は舐めるように視線を走らせた。予想していた顔はすぐに見つかった。常務取締役、織田おだ義久よしひさ。尾行した夜、野上といっしょにいた男だ。

「この、織田義久という男について調べてほしい。経歴と、会社における役割、それからここ一年の素行」

「大雑把でよければ、経歴や何かについてはこの本を読んだほうが早いぞ。素行については、向こう一、二週間の尾行もプラスしようか？」

「悪いな。規定の料金はちゃんと払うよ」

「いやいや、仕事をもらえて、こっちこそ助かるよ」

　社史によれば、織田は若いうちから企画面で頭角をあらわし、二十代半ばで取締役に就任、三十歳を迎える前に常務の地位についている。文中では《才気煥発な実力派》と評されていた。

　彼の打ち出した企画はつねに時流を先取りしており、数多くのプロジェクトを成功させ、最低でもそこそこの成果を収めているという。

　ほぼ全編にわたって賛辞が並べたてられているが、その企画が盗んだものばかりだとしたら、とんだお笑い種だ。

　あながちありえない話ではない。ワタセ・コーポレーションの情報が漏れはじめたのは、たかだか数か月前。最近になって才能が尽きたということもあるかもしれないが、それ以前も同様のことをくりかえしていた可能性のほうが高い。

　そう、野上のような弱者を利用して──。

　野上俊生は何者かに強請られている。強請りのネタはあの写真やビデオだ。どういう状況で撮られたものかはわからないが、あんなものを公表されれば、社会的な致命傷になりかねない。

　要求されているのはワタセの情報。強請っているのはもちろん、野上にしつこく電話をかけ、同行しているところを目撃されているあの男、織田義久だ。

　事情が明らかになるにつれ、片倉はやりきれない思いが募るのをとめられなかった。

　野上が金で動いているのならよかった。それなら後ろめたさを覚えることもなく、突き放して糾弾できるのだが。

　迷った末、片倉は野上を呼び出すことに決めた。







　差し出された名刺を見て、野上はわけがわからないというふうに眉根を寄せた。

「福利厚生課の人が、どうして私に、しかも会社の外で……？」

　午後六時半、駅ビルの食堂フロアにある喫茶店の中だった。客の入りはそこそこで、会話が成り立たないほどうるさくもなく、話し声が近くのテーブルに届くほど静かでもない。

「調整係の業務はご存じだと思いますが、うちにもたまには、大きな相談事が持ちかけられることもあるんです」

　片倉はすました顔で言い、謎かけのように続けた。

「悩みは体に毒ですよ。ましてやそれが、他人からの圧力ともなれば」

　野上は渋面になり、もう少し話を聞くべきか、すぐにでも席を立つべきか迷うように身じろぎした。

　頃合いを見計らって、片倉はいきなり切り札を出した。内ポケットから真新しい封筒を取り出し、無言で野上の方へ押しやる。

　野上はけげんな表情で封筒を見つめ、問いかけるように片倉の顔を見た。片倉がうなずくと封筒に視線を戻し、静かに手を伸ばして中身を引き出そうとした。

　反応はなかった。野上は写真を一瞥すると落ち着いて元に戻し、封筒をテーブルの中央に置いて片倉を見返した。

「何かのいやがらせですか？　わざわざこんな合成写真を見せたりして」

　これには片倉も舌を巻いた。過去に多くの犯罪者と関わってきたが、これほど肝の据わった人間ははじめてだ。

「あいにく、合成でないことは確認ずみです」

　片倉も負けずに切り返した。

「これはある筋から入手したのですが……問題は、これに写されているものよりも、これによってあなたが受けている不利益です」

「おっしゃる意味がわかりませんね」

「あなたはこれをネタに強請られているんでしょう？　それで仕方なく──」

「私が強請られている？」

　野上は失敬なといわんばかりに片方の眉を跳ね上げた。声はあいかわらず平静を保っていたが、かすかに視線が力を失ったように見える。

　片倉は確信をえてもうひと押しした。

「あなたの立場は気の毒に思います。ですが、事が会社の損益に関わってくるとなると、このまま見てみないふりをするわけにはいかないんですよ」

　野上の目が力を取り戻し、加えて冷ややかな光を宿した。

「会社の損益？　見て見ないふり？　いったいあなたは、何をおっしゃってるんです？」

　硬化した野上の態度に、片倉は急に不安を覚えた。何かまずいことを言っただろうか。攻める方向を間違えたか？

「単刀直入に言いましょう。あなたは脅されて、ワタセの情報を外に漏らしている。相手はあなたの元上司、織田義久氏だ。違いますか？」

　野上が派手な音を立ててカップを置いた。だが次に彼がしたことは、核心を突かれた驚愕の反応とは程遠いものだった。

　野上は顔を伏せ、文字どおり腹を抱えて笑っていたのだ。

「あなた、推理小説の読みすぎなんじゃありませんか？」

　涙目になって言った。

「じゃあ、私もはっきり言いましょう。私は同性愛者で、この写真は私の趣味です。織田さんは私の恋人ですよ」

　脅されてびくびくしていた男とは思えない、みごとな開き直りぶりだった。なおも言い募ろうとする片倉を制し、野上はそれ以上の追及を許さない断固とした口ぶりで言った。

「だれかに言いたければご自由にどうぞ。ですが、プライベートと仕事は関係ありませんから」

　だが、席を立って出ていこうとする野上の口元がかすかにひきつっていたのを、片倉は見逃さなかった。

 




　それから一週間あまり、野上にも織田にも動きはまったく見られなかった。野上の私用電話はぴたりとやみ、退社後もまっすぐ帰宅する日々が続いている。

　どうやら警戒させてしまったらしい。だが、このわざとらしいまでの改めようは、かえって片倉の確信を深めさせただけだった。

　一つ、片倉を悩ませている問題がある。社内で野上を観察するとき、会社から自宅まで尾行しているとき、ともすると彼を調査のターゲットとしてではなく、性の対象として見てしまうことだ。

　ふだんの野上は、いくぶん冷たく、禁欲的な雰囲気を漂わせている。繊細な曲線によって構成された顔はひたすら理性的で、感情的になったり肉欲に溺れるところを想像するのは難しい。

　だが片倉は知ってしまった。この男が浮かべる悦楽の表情、乱れる肢体、荒い息遣い、歓喜の声を。

「野上さん、いつまでこんなことを続けるつもりなんですか？」

　尾行の途中で、とうとう片倉は野上に声をかけた。

　野上は尾行に気づいていたようで、とくに驚いたふうもなく、立ちどまって問い返した。

「こんなことって？」

「あなたと織田氏は恋人同士なんかじゃない。恋人なら、どうして突然連絡がとだえるんです？　一週間に一回のデートもなしですか？」

「彼も私も社会人ですよ？　仕事の都合で連絡できないことぐらいあります」

「台本でも用意されているように完璧なお答えですね」

　片倉は野上に追いついて正面に立った。

「ですがその冷静さはいただけない。人間というのはふつう、もっと感情表現が豊かなものです」

「怒ったほうがよければ怒りましょうか。迷惑です。これ以上つきまとわないでください」

　野上は淡々と言い切ると、片倉を迂回してふたたび歩きだした。

「正直に話していただければ、すぐにでも退散しますよ」

　片倉は野上と肩を並べ、同じ速度で歩きながら言った。

「正直に話すというのは、あなたの望む返事を口にするという意味なんですか？」

「話していただけますか？」

　片倉は手を伸ばして野上の肩をつかんだ。すると予想外の力で振り払われ、激しい口調で言葉を叩きつけられた。

「いいかげんにしてくれ！　ないことをあるなんて、言えるわけないだろう！」

　牙をむいた獣のような表情が、片倉の胸を貫いた。その瞬間、片倉は何かものすごい顔をしたのにちがいない。野上はさっと顔色を変えると、後ろを向いて脱兎のごとく逃げだした。

　反射的に片倉はその後を追った。体力には自信がある。難なく獲物を追いつめ、いっしょにマンションのエレベーターに乗りこんだ。

　エレベーターが昇る間、野上は無言で片倉を睨みつけていた。その顔には、演技ではないかすかな恐怖が浮かんでいる。

　ドアが開くやいなや、野上は弾かれたように飛び出し、必死の形相で自分の部屋のドアノブに取りついた。片倉はわざと遅れ、錠が開けられると同時に彼を捕まえた。

　部屋に押し入るのと、野上の右腕をねじあげるのと、ドアを閉めて施錠するのとを、片倉はほぼ同時にやってのけた。

　野上を奥の部屋へ追いたて、引き抜いた自分のネクタイで両手を一つに括り、ベッドのヘッドパイプに結びつける。片方の足首とベッドの脚を野上自身のネクタイでつなぎ、動けないようにしてしまうと、片倉はよそゆきの態度を完全にかなぐりすてた。

「これが趣味なのか？」

　脅すように言うと、野上はびくっと身をすくませた。

「こうしなきゃ言うことをきかないというんなら、望みどおりやってやる」

　驚きと恐れとで、野上は声も出せないようだった。それでも目だけは、まっすぐ片倉を睨みつけている。

　その姿に、片倉は目の眩むような欲望を覚えた。

　一つひとつ時間をかけてワイシャツのボタンをはずし、すでに映像で見知っている肉体をあらわにする。ここしばらく日に焼けたことのない白い肌。年齢を感じさせない引き締まった体の線。

　首筋から臍にかけてゆっくりひと撫ですると、鼓動と震えが指先に伝わってきた。肋骨の上の乳首は小さく、その周りの色は薄い。突き出た先端に触れると、なだらかな腹筋が波打つように動いた。

　声を出すまいとするように、野上の口は左右に引き結ばれている。

　ビデオを思い出し、乳首を押しつぶすように揉んだ。映像の野上はそうされて甘い吐息を漏らしていた。だが現実にはそうはならず、彼の体は硬いままだ。むらむらと嫉妬心が湧きあがり、片倉は力をこめてつねった。

　白い体が弓なりにそりかえる。声は聞けなかったが、下半身にわずかな反応があった。

　苦痛に歪む顔を見つめながら、片倉は相手のベルトをはずしにかかった。バックルの立てる金属音が響くと、野上はようやく我に返ったように暴れはじめた。

　とはいえ、蹴り上げてくる自由なほうの足を封じてしまえば、彼にそれ以上抵抗する手段は残されていない。ひとしきりもがいた後、彼は手首にくいこむ結び目を絶望的な目で見やり、観念したように力を抜いた。

「……やめてくれ」

　前を開放し、下着の内側に手を滑りこませると、野上は弱々しく懇願した。

「いまさら何を言ってる」

　片倉は残酷な期待に胸を躍らせて言った。

「こうされるのが好きだと言ったのはあんただ。それともあれは嘘だったのか？　織田とあんたは恋人同士で、あんたは会社の情報を漏らしたりなんかしていない。そうなんだろう？」

「君は……何か、誤解している……」

「誤解？」

　皮肉をこめて聞き返すと、片倉は探っていた手を離し、下着ごとズボンを引きおろして野上の下腹部をあらわにした。

「少なくとも趣味については、誤解じゃないと思うが」

　野上の欲望は、しなやかな曲線を描いてそそりたち、先端から澄んだ雫をこぼしそうになっていた。

　そこには触れず、足の間から奥へと指を滑らせると、野上はさらに反応した。指の下で、絞られた襞が喉を鳴らすように動きだす。柔らかい皮膚の裏から、弾力性に富んだ筋肉が押し返してくる感触は、片倉の欲情をダイレクトに刺激した。

　すぐにでも征服してやりたい衝動が走るが、それ以上に野上の乱れるところが見たい。

　あてずっぽうにサイドテーブルの抽斗を開けると、求めていたものがすぐに見つかった。様子をうかがっていた野上が、それを見てさっと顔を赤らめる。

　片倉はチューブからゼリーをたっぷり押し出し、念入りに野上をほぐした。つないでいないほうの足に跨っているので、身動きできない野上はそれを受け入れるしかない。

　目が閉じられ、眉間にしわが寄り、苦悶の表情がじきに違うものに変化していく。唇がかすかに開き、慌てたようにすぐ閉じられた。抑えきれず、声とも唸りともつかない音がときおり漏れる。

　軽く押しただけで片倉の指はたやすく呑みこまれた。熱い壁がすきまなく絡みつき、結合時に似た圧迫感がえもいわれぬ陶酔をもたらす。指を動かすと野上が身震いし、強く締めつけられた。

　空いているほうの手で自分の前を開けながら、野上の足の間に身を割りこませた。野上はもはやされるがままだ。位置を確かめて体を押し進めたときには、彼は自ら腰を浮かせるそぶりさえ見せた。

　片倉はすぐには動かなかった。つながったまま野上の上に上体を重ね、あやすように囁いた。

「どうしてほしい？　あんたが気持ちよくなれるようにしてやる。どんなふうにされるのが好きなんだ？」

　野上は固く目をつむって顔をそむけた。

　片倉は焦らなかった。顔を落として野上の首筋をついばみ、髪に指を通しながら耳朶やうなじを愛撫した。こわばった体の上に唇を滑らせ、胸の突起をくすぐるように通り過ぎる。

　軽く腰を揺すっただけで、野上は待ちきれないというように身をよじった。試しにひと突きすると、顔をのけぞらせて白い喉を見せた。

　拘束された両手が宙をさまよい、ヘッドパイプにしがみつく。

「……ぁあ……っ」

　はじめて艶を帯びた声がこぼれ落ちた。

　片倉は、反応のあった角度を忠実に再現した。突き上げるたびに腕の中の体が震え、つながった部分をきつく絞り上げてくる。

　硬くなっていた体が、炎天下の氷のようにみるみる形を失っていく。

　いまや野上は、片倉の与える律動に合わせ、官能のおもむくままに体を揺らしていた。片倉が突けば受け入れるように体を開き、引けば逃すまいとするように絡みつく。

「織田とはいつからなんだ」

　野上の恍惚とした表情を楽しみながら、片倉は追及を再開した。

「あの写真の男は、織田なのか？」

　野上は動きをとめ、水をさされたことをとがめるように片倉を見返した。だがすぐにまなざしは力を失い、目蓋を閉じる代わりに彼は口を開いた。

「確かに私は、あの人に脅迫されている。だけどそれは、君が考えているようなことじゃない」

　片倉は黙って続きを待った。

「肉体関係を強要されているだけだ。会社の情報だか何だか、そんなことは関係ない」

「だが現に、ワタセの情報が久賀広告に流れている」

「私は知らない」

「あんたじゃなければ、だれだというんだ」

「知らないと言ってるだろう。何でそう──アッ！」

　えぐるように突き上げると、野上は悲鳴のような嬌声を上げた。

　片倉はそのまましばらく野上の内側を攻めたてた。浅く、深く、緩急とりまぜてじらしながら、野上が自制心を失うまで追い上げていく。

「……織田さんとは……ずっと……つ、つきあっていたんだ……」

　それでも野上は主張しつづけた。

「だけど、別れた……あの人には奥さんも子供もいる……そういうのは、いやだった……だ、だから、久賀を出る機会に、別れ話を……ん、んん……」

「でも向こうは、応じてくれなかった？」

「納得してくれたと、思っていた……でも一年ぐらいして、写真が送られてきて……拒めなかった……脅されたせいじゃない……未練があったからだ」

　野上はふいに喉を詰まらせた。

「私は意気地なしの卑怯者だ……！　奥さんに悪いと言いながら、脅迫されたから仕方ないと言い訳して、あの人との関係を続けている。偽善者だ。嘘つきだ。私は、本当は──」

　片倉は唇で野上の口をふさいだ。続きを聞きたくなかった。腕の中の男が、ほかの男への想いを語る言葉など、耳に入れたくはなかった。

　おそらく野上の言っていることは本当だ。もちろん、巧妙な嘘ということも考えられる。野上でないとしたら、スパイがほかにいなければならない。彼以外に、久賀と密接なつながりのある人間などいるだろうか？

　それでも、片倉の元刑事としての勘は囁いていた。探しているのはこの男ではない、と。

　片倉は、恋人にするようにやさしく濃厚な口付けをし、野上の拘束を解いてやった。血流の悪くなっていた指先をマッサージし、こすれて赤くなった手首に唇を押しあてながら言った。

「そんな男とは手を切れよ」

　溜めていたことを吐き出した野上は、片倉にうつろなまなざしを向けた。

「どこがいいんだ、そんな男」

　片倉の一部は、まだ野上の中に収まったままだ。思い出すとすぐに熱がぶり返し、それが伝わったのか野上も小さく身じろぎした。

　片倉は静かに体を動かした。下腹部を押し上げてくる野上のものに片手を添え、動きに合わせてそっと刺激を加えてやる。

　野上はぼんやり空を見つめていた。だがしばらくすると、その腕が恐るおそる片倉の背に回された。







　翌日の夜遅く、片倉はもう一度野上のマンションを訪れた。

　ブザーを鳴らすとじきにドアが開き、パジャマ姿の野上に迎え入れられた。入れてもらうことは諦めていたので、意外だった。

「写真を見てもらいたいんだ。この中に、知っている顔はないか？」

　奥の部屋のカーペットに直接腰をおろし、片倉は二十枚以上の写真を広げて見せた。鹿谷から提出されたものだ。二週間にわたって織田を尾行した成果だった。

「私が正直に答えると思うのか？」

　野上はいやみを言った。

「君の調査によれば、私は嘘つきの産業スパイだ。きのうの話は全部嘘で、私は君をだまして撹乱しようとしているのかもしれない」

「悪かった」

　片倉は両手を上げて降参の意を示した。

「俺が間違っていた。あんたを信じるよ」

「あるいは、私が織田さんに不利な証言をするとでも？」

「野上さん」

　片倉は情けない声を上げた。だが、先ほどから野上の口調に毒が含まれていないことには気づいている。

　からかって溜飲が下がったのか、野上は片倉の向かいにあぐらをかき、すなおに写真を眺めはじめた。

「これとこれとこれは久賀の社員、これらは取引先の業者、それからこっちは──」

　選別作業はあっというまに終わった。

「──この三人は見覚えがないな。以上。役に立ったか？」

「ワタセの元社員とか、ワタセに関わりのある人間はいないのか？」

「私が入社したのは三年前だからね。それ以前のことはちょっと……少なくとも、私の知っている範囲ではノーだ」

　片倉は溜息をついた。自分が見込み違いをしたばかりに、相手に不要な警告を与えてしまった。たとえ織田が本当にクロでも、当分尻尾を出すようなまねはしないだろう。

　その気持ちを見透かすように野上が言った。

「夜道には気をつけたほうがいい。尾行されているような気配はないか？」

　片倉が目を上げると、野上は続けて言った。

「産業スパイの話が本当で、糸を引いているのが織田さんだとしたら、君を放っておくと思うか？　私があの人なら、何とかして君の口を封じようとするだろうね」

「それは一般論なのか？　それとも、あんたの経験から出た忠告なのか？」

「どちらもイエスと言っておこう」

「なんでそんなことを、わざわざ俺に言う？」

　野上は答えなかった。戸惑うようなすがるような表情を浮かべて、まっすぐ片倉を見つめている。

「そんな目で見られたら」

　片倉は急に喉の渇きを覚えた。

「俺はまた、馬鹿なことをしでかしちまう」

「馬鹿なこと？」

　野上は鼻を鳴らした。

「あれが馬鹿なことだったというのなら、私はその馬鹿なことにつきあわされたわけだ」

　返す言葉を失い、片倉は目の前の男をまじまじと見つめた。頑なだと思ったら、柳のように柔らかい。たやすく組み伏せられるかと思えば、したたかで大胆だ。

　野上がパジャマのボタンに指をかけるのを見て、片倉は慌てて言った。

「待て、ちょっと待て。からかってるのならやめてくれ」

「どうして今日、君を部屋に入れたと思う。……まさか、想像もしなかったわけじゃあるまい」

　片倉はふたたび言葉に詰まった。きのうの今日だ、忘れていられるわけがない。

　誘蛾灯に惹き寄せられる虫のように、片倉は足元の写真を踏みつけて前へのりだし、野上の体に腕を回した。

「そういえば」

　唇が触れあう直前、野上が思い出したように言った。

「以前、私のところに妙なことを言ってきた男がいたよ」







　かくしてすべては振り出しに戻る。

　昼時の社員食堂で、片倉は一人の男を観察していた。名前は杉村すぎむら武志たけし。四十三歳。営業部第一営業課所属。社内で一、二を争うやり手の営業マンであり、大きなプロジェクトの売り込みにはたいてい関わっている。

『金になる話があるんだが、と持ちかけられた』

　口付けの合間に野上はそう言った。

『今の仕事の手をちょっと広げるだけでいい。だれにも迷惑はかからないし、危険なことはない。そんなようなことを言われた』

　一見何の接点もないように見えた織田と杉村の関係は、わかってみれば単純だった。中学校時代の同級生だったのだ。

　二人がいつごろから結託していたのかは、まだ明らかになっていない。だが、社内における杉村の情報ルートはだいたい解明されていた。

　杉村と同じ第一営業課の人間が一人、企画課の人間が二人。今は自由に泳がされているが、いずれ一網打尽にされるはずだった。

　今、片倉は、そのための証拠固めにとりかかっている。織田については、鹿谷に任せてあるので抜かりはない。

　そう思っていたら、深夜に鹿谷から電話がかかってきた。

『……すまん、片倉』

　荒い息の下から無理にしゃべっているような声に、片倉は不吉なものを感じて一瞬のうちに覚醒した。

『しくじった……迷惑をかける』

「おい、鹿谷？」

『片倉さんですね』

　聞きなれない男の声が言った。

『ご友人が怪我をされたので、迎えに来ていただきたいのですが──』

　目の前が暗くなる。罠だとわかっていたが、鹿谷を見捨てるわけにはいかなかった。大急ぎで着替え、少しでも有利に持っていける方策はないかと頭をフル回転させる。

　野上に連絡しようかと思ったが、考え直してやめた。これは自分の問題だ。

　結局何も思い浮かばないまま、指定された埠頭の倉庫に到着してしまった。

　あまり利用されていないようなさびれた雰囲気が漂うのは、明かりがほとんどないせいだろうか。三棟の朽ちかけた倉庫が、夜の暗がりに黒々と浮かび上がっている。そのうち中央のものが目指す倉庫だ。

　半開きになったシャッターをくぐったが、中は真っ暗で何も見えない。

「鹿谷？」

　返事はなかった。

「おい、鹿谷！　俺だ！」

　奥の方から、くぐもった呻き声のようなものが聞こえてきた。

　手探りで暗闇の中を進んでいくと、すぐに弾力のある温かいものにぶつかった。

「鹿谷！」

　伸ばした手が相手の顔に触れ、片倉は夢中でさるぐつわをむしりとった。

「ば、馬鹿かおまえ……なんで来ちまうんだ……」

　思ったより元気そうな声に、ひとまずほっとする。

「来るなって言わなかったじゃないか。それより、腕はどこだ。暗くて何も見えな──」

「そこまでにしていただきましょう」

　声と同時に照明がつき、光に目をやられて一瞬視力を失った。顎に重い衝撃を受け、続いて腹部にも一発食らい、視力が戻ったときには目の前に銃口が突きつけられていた。

「元刑事さんも、案外見かけだおしですね」

　織田義久だった。

　織田は狙いをぴたりと片倉に据えたまま、銀色に光るものを投げてよこした。玩具の手錠だ。

「後ろを向いて、自分で後ろ手にかけてください」

　殴られたところが痺れたようになり、呼吸も満足にできない。どうすることもできず、這いずるように向きを変えて言われたとおりにした。

　金属のひやりとした感触が、強烈な屈辱感となって心臓をつかみあげる。

　鹿谷はロープで後ろ手に縛られ、胸元と足首を鉄柱に括りつけられていた。あちこちに痣や擦過傷ができているが、たいしたことはないようだ。もっとも、今から数時間後には、怪我の大小など無意味になっている可能性が高いが。

　鹿谷がいかにも申し訳なさそうな顔をしているので、片倉は仕方がないさというように眉を上げて見せた。

「さて」

　片倉の両足をロープで縛りあげると、織田は改めて拳銃を押しつけて言った。

「それであなたがたは、どこまでご存じなんですか？」

「どこまで？」

　片倉は質問の意味をはかりかねて聞き返した。

「そんなことぐらい、とっくに調べがついてるんじゃないのか？」

「あなたがワタセ会長の命令で、情報の漏洩ルートについて調べていたのは知っています。問題は、あなたがどこまで調べ上げ、だれにそれを伝えたかということですよ──ねえ、元刑事さん」

　その言葉から片倉は、織田が刑事事件になるような悪事に関わっていることを直感した。彼は、片倉がそれを嗅ぎつけ、かつての同僚や上司に漏らしてはいないかと恐れているのだ。

「そんなことを知ってどうするんだ？　もし俺が何かをつかんで、だれかに伝えていたとしたら、いまさらこんなことをしても無意味だろうに」

「答えてくださらなくても、私はかまわないんですよ。どのみちあなたがたの運命は決まっている。ただそれが、楽にすむか、ひどく苦しむことになるかというだけの話です」

　どうせ正直に話しても信じてはもらえまい。重要なことは何も知らず、会長以外のだれにも伝えていないなど。

　とんだ誤解だ……心の中でつぶやき、同じようなことを野上に言われたのを思い出した。因果応報とはこのことだ。

「何をつかんだのか、じつは自分でもよくわかっていないんだ。だけど、俺の元同僚は、あんたにすごく興味を示していたっけな」

　でまかせを言うと、織田は得心がいったというように何度もうなずいた。

「すなおでけっこうなことです。それで、その元同僚というのは？」

「川口という奴だ」

「川口……そんな人が、あなたの周りにいましたかねえ？」

　しまったと思ったときには、したたか股間を蹴り上げられていた。

「嘘は言わないほうが身のためですよ」

　体を縮めて苦悶する片倉に向かって、織田はひややかに警告した。

「あなたのことは詳しく調べさせていただいたんです。そう……たとえば、あなたが女性相手には役に立たない、正真正銘の同性愛者だということも」

　片倉は、背中に鹿谷の視線を痛いほど感じた。

「だから最後は、あなたがたお二人を仲よく沈めてさしあげますよ。鹿谷さんに愛を拒まれた片倉さんが、思い余って無理心中を図ったという設定です」

「片倉……おまえが二年前、あんなにすさんでいた理由がやっとわかったよ」

　鹿谷の声は、予想していたよりずっと温かかった。

「黙っていて悪かったな」

　片倉は背を向けたまま言った。

「だけど、おまえをオカズにしたことなんかないから、安心してくれ」

「……そりゃまた、ずいぶんな言い草だ」

　友情の再確認は、耳障りな破裂音によってあえなく断ち切られた。

　鹿谷の足元で何かが弾け、打ち放しのコンクリートに小さな穴が穿たれていた。銃の狙いを少し上にずらして、織田が言った。

「時間は限られていますから、てっとりばやくいきましょう。片倉さん、今すぐ、正直に包み隠さず言ってください。さもないと鹿谷さんの体に順次穴があいていくことになりますよ。はじめは腿、次に膝、次に──」

「やめてくれ！」

　片倉は声を張り上げた。

「待ってくれ！　正直に言うから、撃たないでくれ！」

　織田は銃をかまえたまま片倉に顔を向け、続きを待った。

　絶体絶命。とっさに叫んだものの、何を言っても結果は同じだ。織田が望むような話をうまくでっちあげても、結局は二人とも始末される。それならいっそ、ありのままを打ち明けて、織田が勝手に誤解して独り芝居を演じていたことを嘲ってやる。

　そう覚悟して口を開こうとしたときだった。

「織田さん、もうやめてください」

　落ち着いた声が響き、意外な人物がシャッターをくぐって姿を現した。

「野上！　どうしてここに！」

　織田は狼狽し、だれを狙ったものか迷うように銃口をふらつかせた。

「あなたの後をつけていたんです」

　野上は淡々と言った。

「私なりに、真実が知りたかったから」

「真実だと？」

　織田はどうにか威厳を取り戻して言った。

「知ったところで、どうせおまえには何もできまい。切り札は私が握っているのだからな」

　野上は悲しみとも哀れみともつかない表情を浮かべた。

「あんなものに、本当は何の効力もないんですよ。あなたは承知の上だと思っていた。……それより、もうじきここへ警察が来ます。今すぐここを出れば、もしかしたら逃げ切れるかもしれませんよ」

　織田は舌打ちして引き金に指をかけた。

「よしたほうがいい……撃てば、捕まったとき不利になる。逃げるにしても、罪は軽いほうがいいんじゃありませんか？」

　野上に牽制され、織田は追いつめられた獣のように狂おしく視線を移動させた。

　結局、織田は保身を最優先した。一言も言わず、まっすぐ走り出ていくさまは、いっそ潔いほどだった。

「──そういえば、警察はずいぶん遅いな」

　ロープを解かれ、鹿谷に手錠を壊してもらっている最中、片倉はふと気がついてつぶやき、野上の答えを聞いて目をむいた。

「警察なんか来るわけない……呼んでいないんだから」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。それじゃ、あれははったりだったのか？」

　呆れて物も言えない。もちろん、いくら感謝してもしたりないが。

　引き揚げようという段になって、野上は床に膝をついたままぐずぐずしていた。

「野上さん？」

　野上は情けなさそうに笑って見せた。

「かっこ悪いな……今ごろになって、足が震えてきたよ」







　結局この一件は、織田義久の逮捕というかたちで終結した。

　片倉たちとはまったく関係なく、警察がひそかに捜査の手を伸ばしていたのだ。織田は暴力団と手を組んで密輸・密売に関わっていたらしい。そのきっかけが、企画盗用のことを暴露すると脅されて──というのだから、皮肉な話だ。

「本当は、警察に通報する決心がつかなかった」

　後になって野上は述懐した。

「あのとき、いっしょに来いと言われたら、私はあの人についていったかもしれない」

「だけど今はここにいる」

「あの人のことが本当に好きだったのかどうかさえわからない。私はただ、自分を求めてくれる相手、抱きしめてくれる腕が欲しかったんだ」

　だから君のことも──と言いかけた野上の口を手で押さえて、片倉は強引に彼を抱き寄せた。

「その先は言うな」

　後ろから抱えるように口をふさいだまま、もう一方の手を野上の胸元に滑りこませた。なめらかな皮膚をまさぐり、小さな突起を指先でつまむ。

「……ッ！」

「あんたが奴についていこうとしたら、俺は力ずくでも連れ戻していた」

　シャワーを浴びたばかりの野上の体は、ほてってわずかに湿り気を帯びている。せっかく着たパジャマを脱がせながら、ベッドにうつぶせに押さえつけ、煽るように言った。

「どうしてもらいたい？　縛ってほしいか？　ひどくされるのがいいか？　俺はあいつなんかより、ずっとあんたの期待に応えられる。ほかの男なんか見させない。よけいなことを考える暇もないくらい、昼も夜もあんたを求めてやる」

　当初は予想もしていなかった。よもや野上とこのような関係になろうとは。そして自分の中に意外な独占欲と嫉妬深さを発見して、戸惑いを覚えてもいる。

　野上俊生という存在が、男のそういう部分を刺激するのかもしれない。

　ひょっとしたら、自分はとんでもないカードを引いてしまったのでは──。

　一瞬よぎった不安は、腕の中で乱れはじめた肉体の誘惑に負けて、すぐにかき消された。

　片倉の心中など知るよしもなく、当の野上は、肉の楔を打ちこまれて至福の喘ぎを漏らしていた。







【完】
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月夜見ライブラリーより
夏川まどかのTL小説、松浦巽のBL小説

電子書籍ストアにて好評発売中
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夜霧は血の匂い

著者　松浦巽






酔いつぶれた工藤が目覚めると、隣には見知らぬ裸の少年が。カオルと名乗ったその少年には、見事な犬歯が生えていて……。

同じころ、市内で連続猟奇殺人事件が発生する。被害者の首すじには、いずれも吸血鬼に噛まれたような傷痕が残されていた。犯人はカオルなのか？

刑事と家出少年をめぐるBLホラー小説。
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ささやかな誤算

著者　松浦巽






元刑事の片倉は、会長命令で社内の機密漏洩問題を調査するうち、エリート青年・野上に目をつける。
野上は別会社の役員と通じていたが、２人の関係はそれだけではなかった。
野上の意外な一面を知った片倉は、彼に強く惹きつけられる。そして野上もまた……。
欲望の奥に潜む愛情。男たちのサスペンス＆ラブ・アフェア。
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支配者の論理

著者　松浦巽






魔が差した。たった一度のその軽挙が、香坂の人生を変えた。
尊敬する上司のため、情報を盗もうとライバル部署に忍びこんだ香坂。ところがそれを、相手のボス・本間に見つかってしまう。
「ばらされたくなければ、私の犬になれ」
脅迫されて本間の傘下に移った香坂を待っていたのは、犬扱いされる屈辱的な調教の日々だった。
はたして本間の真意は……？
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